
３ 歳出

（（（（１１１１））））決算状況決算状況決算状況決算状況

（単位：円、％）

区　分 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 執行率

２ ３ 年 度 30,397,993,339 29,341,208,850 365,521,150 691,263,339 96.5

２ ２ 年 度 27,814,282,969 26,017,724,573 1,133,968,339 662,590,057 93.5

比 較 増 減 2,583,710,370 3,323,484,277 -768,447,189 28,673,282 3.0

増 減 率 9.3 12.8 -67.8 4.3 －

　歳出決算額は29,341,208,850円で、前年度と比較して3,323,484,277円（12.8％）の増とな

っている。この主な要因は、市営住吉町住宅建替事業費、秋田米総合支援対策事業費補助金等

の増によるものである。

　翌年度繰越額は、小学校建設事業費（プール建設費）等によるものである。

（（（（２２２２））））歳出款別決算額歳出款別決算額歳出款別決算額歳出款別決算額のののの状況状況状況状況

（単位：円、％）

区　　　分 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 執行率

議 会 費 304,932,000 302,268,146 0 2,663,854 99.1

総 務 費 3,031,304,747 2,958,063,274 5,338,000 67,903,473 97.6

民 生 費 9,425,969,860 9,194,745,517 0 231,224,343 97.5

衛 生 費 1,788,665,700 1,765,266,004 0 23,399,696 98.7

労 働 費 43,922,000 40,592,802 0 3,329,198 92.4

農 林 水 産 業 費 1,374,920,960 1,329,059,825 32,243,000 13,618,135 96.7

商 工 費 1,037,559,909 1,016,918,271 1,036,138 19,605,500 98.0

土 木 費 5,485,113,162 5,280,179,026 28,205,312 176,728,824 96.3

消 防 費 1,221,701,000 1,208,256,719 9,397,000 4,047,281 98.9

教 育 費 3,632,508,075 3,305,415,525 186,319,000 140,773,550 91.0

災 害 復 旧 費 217,036,696 109,519,428 102,982,700 4,534,568 50.5

公 債 費 2,803,055,000 2,800,873,480 0 2,181,520 99.9

諸 支 出 金 30,051,000 30,050,833 0 167 100.0

予 備 費 1,253,230 0 0 1,253,230 0.0

歳 出 合 計 30,397,993,339 29,341,208,850 365,521,150 691,263,339 96.5
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（（（（３３３３））））予算予算予算予算のののの流用流用流用流用

　当年度の一般会計における歳出予算の流用は90件9,405,560円で、前年度と比較して14件

3,168,717円の増となった。

　１件３０万円以上の流用は、次のとおりである。

（単位：円）

款 項 節または細節 金　額 事　　　　由

総務費 総務管理費 償還金利子

及び割引料

799,000

子ども手当事務取扱交付金返還金に充てる

ため

燃料費
376,098 二ツ井町庁舎灯油代に充てるため

旅費

1,056,800

東北地方太平洋沖地震被災地派遣職員旅費

に充てるため

修繕料
373,109 市庁舎非常用発電機用電気設備修繕のため

使用料及び

賃借料

641,000

東北地方太平洋沖地震被災地派遣職員用レ

ンタカー借上げのため

農林水産

業費

農業費 消耗品費

329,065 事業費精算のため

土木費 道路橋りょう費

補償補てん

及び賠償金

376,318 賠償金に充てるため

（（（（４４４４））））予備費予備費予備費予備費のののの充用充用充用充用

　当年度の予備費充用は、27件で、6,746,770円である。

　１件３０万円以上の予備費充用は、次のとおりである。

（単位：円）

款 項 節または細節 金　額 事　　　　由

総務費 総務管理費 委託料
341,775 能代港内沈没船引上業務委託のため

546,000 倒壊倉庫撤去業務委託のため

730,170 漂流船解体業務委託のため

民生費 社会福祉費 修繕料

979,860

能代ふれあいプラザ空調等機械制御基盤修

繕のため

教育費 社会教育費 工事請負費

1,131,900

子ども館高圧ケーブル絶縁不良改修工事の

ため

修繕料
346,500 子ども館トップライト雨漏修繕のため

保健体育費 修繕料

301,350

落合テニスコート及び誠邦園球場のフェン

ス修繕のため

災害復旧

費

文教施設災害復

旧費

修繕料
310,748 向能代小学校校舎ゴミ置場屋根修繕のため

325,815 市民プール屋根修繕のため
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（（（（５５５５））））翌年度翌年度翌年度翌年度へのへのへのへの繰越額繰越額繰越額繰越額

　翌年度への繰越額は繰越明許費が 21件 365,521,150円で、国の補正予算に伴うきめ細かな

交付金事業等により繰越が多かった前年度と比較すると、22件 628,683,743円の減となってい

る。

　翌年度への繰越額の内訳は、次のとおりである。

①繰越明許費 （単位：円）

款 項 目 事　　　業　　　名 繰越額

総務費 総務管理費 地籍調査費
地籍調査費 2,146,000

市史編さん

費

市史編さん事業費 3,192,000

農林水産業

費

農業費 農地費 県営ほ場整備事業費負担金（常盤

本郷地区）

800,000

戦略作物生産拡大関連基盤緊急整

備事業費補助金

8,490,000

県営農業体質強化基盤整備促進事

業費負担金

5,800,000

農業体質強化基盤整備促進事業費

補助金

13,950,000

林業費 林業振興費
林道米代線開設事業費負担金 531,000

林業専用道整備事業費 2,672,000

商工費 商工費 商工振興費 “ ”わ のまち能代振興券発行事業費

補助金

1,036,138

土木費 道路橋りょ

う費

道路新設改

良費

改良事業費 789,562

橋りょう新

設改良費

中川原橋架替事業費 4,643,212

河川費 河川総務費
檜山川運河改修事業費 21,715,183

砂防費
急傾斜地崩壊対策事業費負担金 1,057,355

消防費 消防費 消防施設費
車庫兼休憩所新築事業費 9,397,000

教育費 小学校費 学校建設費 二ツ井小学校建設事業費（プール

建設費）

81,401,000

第四小学校建設事業費（プール建

設費）

101,647,000

中学校費 学校管理費
常盤中学校グラウンド補修費 3,271,000

災害復旧費 農林水産施設

災害復旧費

農地等災害

復旧費

農地等災害復旧事業費（補助） 13,336,500

林業施設災

害復旧費

林道災害復旧事業費（補助） 49,656,000

公共土木施設

災害復旧費

土木施設災

害復旧費

補助道路河川災害復旧事業費 36,135,200

文教施設災

害復旧費

公立学校施設

災害復旧費

小学校災害復旧事業費 3,855,000

計 21件 365,521,150
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（（（（６６６６））））款別款別款別款別のののの決算状況決算状況決算状況決算状況

　歳出における款別の決算状況は、次のとおりである。

【１款　議会費】 （単位：円、％）

区　　　分 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 執行率

 ２ ３ 年 度  304,932,000 302,268,146 0 2,663,854 99.1

 ２ ２ 年 度  234,321,000 231,479,343 0 2,841,657 98.8

 比 較 増 減  70,611,000 70,788,803 0 -177,803 0.3

 増  減  率  30.1 30.6 － -6.3 －

　議会費の支出済額は302,268,146円で、前年度と比較して70,788,803円(30.6％)の増である。

この主な要因は、議員年金制度廃止に伴う共済費の増によるものである。

【２款　総務費】 （単位：円、％）

区　　　分 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 執行率

 ２ ３ 年 度  3,031,304,747 2,958,063,274 5,338,000 67,903,473 97.6

 ２ ２ 年 度  4,074,189,029 3,926,873,944 104,155,630 43,159,455 96.4

 比 較 増 減  -1,042,884,282 -968,810,670 -98,817,630 24,744,018 1.2

 増  減  率  -25.6 -24.7 -94.9 57.3 －

　総務費の支出済額は2,958,063,274円で、前年度と比較し968,810,670円（24.7％）の減であ

る。この主な要因は、減債基金積立金、財政調整基金積立金、檜山地域拠点施設建設工事費等

の減によるものである。

　翌年度繰越額は、地籍調査費、市史編さん事業費である。

　総務費の支出済額の主なものは、次のとおりである。

（単位：円）

項 支　　　出　　　科　　　目 支出済額

総 務 管 理 費 減債基金積立金 656,877,659

財政調整基金積立金 335,797,000

市民活動支援センター事業委託料 10,653,633

庁内システム等保守業務委託料 54,709,515

「広域」一般管理費等負担金 30,352,000

「広域」能代山本スポーツリゾートセンター運営

費負担金

75,557,000

檜山地域拠点施設外構工事 35,151,900

二ツ井地域防災行政無線難聴対策子局増設工事 11,550,000

梅内地域旧慣による交付金 10,092,180

【３款　民生費】 （単位：円、％）

区　　　分 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 執行率

 ２ ３ 年 度  9,425,969,860 9,194,745,517 0 231,224,343 97.5

 ２ ２ 年 度  8,879,168,500 8,708,435,857 4,099,000 166,633,643 98.1

 比 較 増 減  546,801,360 486,309,660 -4,099,000 64,590,700 -0.6

 増  減  率  6.2 5.6 皆減 38.8 －
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　民生費の支出済額は9,194,745,517円で、前年度と比較し486,309,660円（5.6％）の増である。

この主な要因は、小規模介護施設等緊急整備費補助金、生活保護費等の増によるものである。

　民生費の支出済額の主なものは、次のとおりである。

（単位：円）

項 支　　　出　　　科　　　目 支出済額

社 会 福 祉 費 社会福祉協議会補助金 20,483,000

民生委員児童委員協議会補助金 10,928,360

扶助費（社会福祉総務費） 929,429,297

働きながら資格をとる介護雇用プログラム事業

委託料

35,152,880

老人福祉施設委託料 14,298,908

二ツ井ふくし会補助金 12,876,000

扶助費（医療給付費） 372,675,339

在宅障害者支援施設指定管理料 22,344,000

養護老人ホーム指定管理料 135,805,863

スプリンクラー等設備整備費補助金 14,249,000

小規模介護施設等緊急整備費補助金 206,000,000

能代市山本郡養護老人ホーム改修工事負担金 18,890,146

施設開設準備経費助成特別対策事業費補助金 33,600,000

「広域」高齢者交流センター運営費負担金 33,394,000

国民健康保険特別会計繰出金 512,735,196

秋田県後期高齢者医療広域連合負担金 693,747,693

保険基盤安定繰出金（後期高齢者医療費） 183,568,666

介護保険特別会計繰出金 814,726,068

児 童 福 祉 費 病児・病後児保育事業費補助金 11,721,000

保育所施設整備費補助金 30,177,896

法人保育所特別保育事業費等補助金 71,860,390

法人保育所等運営費負担金 745,659,450

扶助費（児童措置費） 1,176,955,410

留守家庭児童会運営委託料 27,568,184

生 活 保 護 費 扶助費 1,659,434,044

【４款　衛生費】 （単位：円、％）

区　　　分 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 執行率

 ２ ３ 年 度  1,788,665,700 1,765,266,004 0 23,399,696 98.7

 ２ ２ 年 度  1,847,547,432 1,729,541,279 0 118,006,153 93.6

 比 較 増 減  -58,881,732 35,724,725 0 -94,606,457 5.1

 増  減  率  -3.2 2.1 － -80.2 －

　衛生費の支出済額は1,765,266,004円で、前年度と比較し35,724,725円(2.1％)の増である。

この主な要因は、予防接種委託料等の増によるものである。

  衛生費の支出済額の主なものは、次ページのとおりである。
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（単位：円）

項 支　　　出　　　科　　　目 支出済額

保 健 衛 生 費 「広域」病院群輪番制病院運営事業負担金 12,684,000

妊婦健康診査委託料 28,799,530

健診業務委託料（山本組合総合病院） 22,483,759

健診業務委託料（能代市山本郡医師会） 57,238,265

放射線治療装置等導入費補助金 11,596,000

予防接種委託料 139,517,326

清 掃 費 「広域」衛生総務費負担金 20,375,000

資源化物分別保管業務委託料 10,564,050

一般廃棄物収集運搬委託料 163,306,500

「広域」南部清掃工場運営費負担金 199,567,000

「広域」北部粗大ごみ処理工場運営費負担金 38,795,000

「広域」公債費負担金（塵芥処理費） 95,992,000

「広域」中央衛生処理場運営費負担金 178,031,000

「広域」公債費負担金（し尿処理費） 220,516,000

北秋田市周辺衛生施設組合負担金 44,667,000

簡 易 水 道 費 簡易水道事業特別会計繰出金 24,516,027

【５款　労働費】 （単位：円、％）

区　　　分 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 執行率

 ２ ３ 年 度  43,922,000 40,592,802 0 3,329,198 92.4

 ２ ２ 年 度  41,952,000 39,521,060 0 2,430,940 94.2

 比 較 増 減  1,970,000 1,071,742 0 898,258 -1.8

 増  減  率  4.7 2.7 － 37.0 －

　労働費の支出済額は40,592,802円で、前年度と比較し1,071,742円（2.7％）の増である。

この主な要因は、総合技能センター床張替工事等の増によるものである。

　労働費の支出済額の主なものは、次のとおりである。

（単位：円）

項 支　　　出　　　科　　　目 支出済額

労 働 諸 費 地域雇用総合対策事業委託料 15,347,505

【６款　農林水産業費】 （単位：円、％）

区　　　分 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 執行率

 ２ ３ 年 度  1,374,920,960 1,329,059,825 32,243,000 13,618,135 96.7

 ２ ２ 年 度  1,168,603,926 621,193,759 537,102,310 10,307,857 53.2

 比 較 増 減  206,317,034 707,866,066 -504,859,310 3,310,278 43.5

 増  減  率  17.7 114.0 -94.0 32.1 －

　農林水産業費の支出済額は1,329,059,825円で、前年度と比較して707,866,066円(114.0％)の

増である。この主な要因は、秋田米総合支援対策事業費補助金、畑作振興基金積立金等の増に

よるものである。

　翌年度繰越額は、農業体質強化基盤整備促進事業費補助金等である。
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　農林水産業費の支出済額の主なものは、次のとおりである。

（単位：円）

項 支　　　出　　　科　　　目 支出済額

農 業 費 秋田米総合支援対策事業費補助金 499,500,000

重点品目産地づくり支援交付金 13,887,150

農業者戸別所得補償制度推進事業費補助金 12,524,000

あきたを元気に！農業夢プラン実現事業費補助

金

44,495,000

畑作振興基金積立金 150,030,893

能代地区国営総合農地開発事業受益者負担軽減

対策費補助金

27,645,000

農地・水・農村環境保全向上活動支援事業費負

担金（共同活動）

35,127,396

林 業 費 市有林保育事業委託料 10,111,500

伐倒駆除委託料 16,235,100

マツ林健全化整備事業伐採委託料 17,717,700

林道開設工事 92,720,000

林道米代線開設事業費負担金 34,579,360

【７款　商工費】 （単位：円、％）

区　　　分 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 執行率

 ２ ３ 年 度  1,037,559,909 1,016,918,271 1,036,138 19,605,500 98.0

 ２ ２ 年 度  913,897,400 875,722,000 20,409,000 17,766,400 95.8

 比 較 増 減  123,662,509 141,196,271 -19,372,862 1,839,100 2.2

 増  減  率  13.5 16.1 -94.9 10.4 －

　商工費の支出済額は1,016,918,271円で、前年度と比較して141,196,271円（16.1％）の増で

ある。この主な要因は、東北地方太平洋沖地震復旧支援資金利子補給費補助金、 わ のまち能“ ”
代振興券発行事業費補助金、大館能代空港利用助成金等の増によるものである。

　翌年度繰越額は、 わ のまち能代振興券発行事業費補助金である。“ ”

　商工費の支出済額の主なものは、次のとおりである。

（単位：円）

項 支　　　出　　　科　　　目 支出済額

商 工 費 秋田スギ販路拡大システム確立事業業務委託料 11,885,787

能代街なか元気再生事業業務委託料 31,412,717

木材資源利活用促進業務委託料 12,206,752

“ ”わ のまち能代振興券発行事業費補助金 16,574,862

プレミアム付き商品券発行事業費補助金 15,977,000

東北地方太平洋沖地震復旧支援資金利子補給費

補助金

51,042,479

中小企業融資あっせん保証料補給金 20,735,348

生活バス路線維持費補助金 35,303,000

マイタウンバス運行費補助金 21,789,000

中小企業融資あっせん資金利子補給金 10,989,010

中小企業融資あっせん預託金 380,000,000

大館能代空港利用助成金 12,440,000
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【８款　土木費】 （単位：円、％）

区　　　分 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 執行率

 ２ ３ 年 度  5,485,113,162 5,280,179,026 28,205,312 176,728,824 96.3

 ２ ２ 年 度  2,491,262,690 2,209,768,117 184,781,601 96,712,972 88.7

 比 較 増 減  2,993,850,472 3,070,410,909 -156,576,289 80,015,852 7.6

 増  減  率  120.2 138.9 -84.7 82.7 －

　土木費の支出済額は5,280,179,026円で、前年度と比較して3,070,410,909円(138.9％)の増で

ある。この主な要因は、市営住吉町住宅建替事業費、除排雪対策費等の増によるものである。

　翌年度繰越額は、檜山川運河改修事業費等である。

　土木費の支出済額の主なものは、次のとおりである。

（単位：円）

項 支　　　出　　　科　　　目 支出済額

土 木 管 理 費 排水機場外壁塗装・雨漏修繕等工事 12,829,950

浄化槽設置整備事業費補助金 60,868,000

浄化槽整備事業特別会計繰出金 51,805,000

農業集落排水事業特別会計繰出金 10,141,000

道 路 橋 り ょ う 費 除排雪委託料 268,217,106

一般維持工事 12,567,450

防雪柵設置・撤去工事 25,944,450

舗装補修工事 56,900,550

除雪ローダ 13,597,500

測量設計等委託料 33,727,867

中川原地区道路工事 66,306,450

道路改良等工事 267,458,300

側溝改良工事 19,012,350

排水対策工事 10,202,850

道路用地購入費 40,049,537

藤山踏切改良負担金 106,148,471

移転等補償費（道路新設改良費） 91,310,923

橋りょう設置等工事 48,075,300

移転等補償費（橋りょう新設改良費） 12,669,788

交通安全施設整備費（光熱水費） 36,386,796

交通安全施設整備費（修繕料） 18,909,541

河 川 費 橋りょう設置等工事 12,000,000

都 市 計 画 費 下水道事業特別会計繰出金 611,825,000

住 宅 費 修繕料（住宅管理費） 16,092,192

市営住吉町住宅購入費 2,594,550,000

住宅リフォーム緊急支援補助金 102,905,000

移転等補償費（住宅管理費） 22,669,400
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【９款　消防費】 （単位：円、％）

区　　　分 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 執行率

 ２ ３ 年 度  1,221,701,000 1,208,256,719 9,397,000 4,047,281 98.9

 ２ ２ 年 度  1,231,846,000 1,226,382,624 0 5,463,376 99.6

 比 較 増 減  -10,145,000 -18,125,905 9,397,000 -1,416,095 -0.7

 増  減  率  -0.8 -1.5 皆増 -25.9 －

　消防費の支出済額は1,208,256,719円で、前年度と比較して18,125,905円（1.5％）の減であ

る。この主な要因は、消防本部・署費負担金等の減によるものである。

　翌年度繰越額は、車庫兼休憩所新築事業費である。

　消防費の支出済額の主なものは、次のとおりである。

（単位：円）

項 支　　　出　　　科　　　目 支出済額

消 防 費 「広域」消防本部・署費負担金 1,049,038,000

「広域」公債費負担金 20,508,000

市町村非常勤消防団員等普通負担金 37,936,712

消防ポンプ車 18,797,420

【１０款　教育費】 （単位：円、％）

区　　　分 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 執行率

 ２ ３ 年 度  3,632,508,075 3,305,415,525 186,319,000 140,773,550 91.0

 ２ ２ 年 度  3,977,246,583 3,525,629,859 265,150,075 186,466,649 88.6

 比 較 増 減  -344,738,508 -220,214,334 -78,831,075 -45,693,099 2.4

 増  減  率  -8.7 -6.2 -29.7 -24.5 －

　教育費の支出済額は3,305,415,525円で、前年度と比較し220,214,334円（6.2％）の減で

ある。この主な要因は、全天候型陸上競技場整備事業費等の増のほか、武道場建設工事費、

南部共同調理場建設工事費等の減によるものである。

　翌年度繰越額は、二ツ井小学校及び第四小学校のプール建設費等である。

　教育費の支出済額の主なものは、次のとおりである。

（単位：円）

項 支　　　出　　　科　　　目 支出済額

教 育 総 務 費 ふるさと人材育成・定住促進奨学金貸付金 27,810,000

奨学金貸付金 26,610,000

奨学基金積立金 21,544,385

小 学 校 費 校務員・事務員業務委託料 15,823,032

教師用指導書 16,932,405

要保護及び準要保護児童生徒援助費 36,574,624

第四小学校グラウンド整備工事 104,560,400

二ツ井小学校グラウンド整備工事 77,595,050

二ツ井小学校プール建設工事 29,862,000

中 学 校 費 要保護及び準要保護児童生徒援助費 43,249,988

幼 稚 園 費 すくすく子育て幼稚園保育料支援金 17,208,000

すこやか子育て支援事業費補助金（幼稚園） 31,196,329

幼稚園就園奨励費補助金 72,026,250
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社 会 教 育 費 「広域」広域交流センター運営費負担金 11,204,000

運営業務委託料（文化会館費） 13,996,500

舞台業務委託料（文化会館費） 22,776,600

リミットスイッチ改修工事（文化会館費） 20,538,000

図書（図書館費） 16,509,283

子ども館省エネ改修工事 28,095,900

保 健 体 育 費 平成２３年度全国高等学校総合体育大会能代市実

行委員会補助金

12,623,941

落合三面球場トイレ整備工事 17,682,000

全天候型陸上競技場整備工事 514,513,300

全天候型陸上競技場第３種公認備品 36,338,673

学校給食調理業務等委託料 99,402,408

【１１款　災害復旧費】 （単位：円、％）

区　　　分 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 執行率

 ２ ３ 年 度  217,036,696 109,519,428 102,982,700 4,534,568 50.5

 ２ ２ 年 度  92,522,061 64,351,871 18,025,723 10,144,467 69.6

比 較 増 減 124,514,635 45,167,557 84,956,977 -5,609,899 -19.1

増 減 率 134.6 70.2 471.3 -55.3 －

　災害復旧費の支出済額は109,519,428円で、前年度と比較し45,167,557円(70.2％)の増であ

る。この主な要因は、公共土木施設災害復旧工事費等の増によるものである。

　翌年度繰越額は、林道災害復旧事業費等である。

　災害復旧費の支出済額の主なものは、次のとおりである。

（単位：円）

項 支　　　出　　　科　　　目 支出済額

公共土木施設災害

復旧費

災害復旧事業測量委託料 11,826,150

道路災害等復旧工事 34,835,450

災害復旧工事 35,861,700

【１２款　公債費】 （単位：円、％）

区　　　分 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 執行率

 ２ ３ 年 度  2,803,055,000 2,800,873,480 0 2,181,520 99.9

 ２ ２ 年 度  2,816,521,000 2,814,670,573 0 1,850,427 99.9

比 較 増 減 -13,466,000 -13,797,093 0 331,093 0.0

増 減 率 -0.5 -0.5 － 17.9 －

　公債費の支出済額は2,800,873,480円で、前年度と比較し13,797,093円(0.5％)の減である。

　公債費の支出済額の主なものは、次のとおりである。

（単位：円）

項 支　　　出　　　科　　　目 支出済額

公 債 費 元金 2,393,534,322

利子 407,339,158
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【１３款　諸支出金】 （単位：円、％）

区　　　分 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 執行率

 ２ ３ 年 度  30,051,000 30,050,833 0 167 100.0

 ２ ２ 年 度  44,634,000 44,154,287 245,000 234,713 98.9

比 較 増 減 -14,583,000 -14,103,454 -245,000 -234,546 1.1

増 減 率 -32.7 -31.9 皆減 -99.9 －

　諸支出金の支出済額は30,050,833円で、前年度と比較し14,103,454円(31.9％)の減である。

この主な要因は、水道事業会計への出資金の減によるものである。

　諸支出金の支出済額の主なものは、次のとおりである。

（単位：円）

項 支　　　出　　　科　　　目 支出済額

公 営 企 業 費 上下水道施設消火栓建設費等繰出金 25,612,922

【１４款　予備費】 （単位：円、％）

区　　　分 当初予算額 予備費充用額 不　　用　　額

 ２ ３ 年 度  8,000,000 6,746,770 1,253,230

 ２ ２ 年 度  8,000,000 7,428,652 571,348

比 較 増 減 0 -681,882 681,882

増 減 率 0.0 -9.2 119.3

　予備費の当初予算額は8,000,000円で、これに対する充用額は6,746,770円となっている。

　予備費充用の主なものは、「（４）予備費の充用」に記載のとおりである。

（（（（７７７７））））食糧費食糧費食糧費食糧費（（（（出席者負担金出席者負担金出席者負担金出席者負担金））））についてについてについてについて

　本決算審査では、前年度に引き続き食糧費（出席者負担金）の支出状況について検証した。

当年度の食糧費(出席者負担金)の支出額は52件 217,500円で、前年度と比較して48件 215,000

円（49.7％）の減と大幅に減少した。

　出席者負担金を伴う懇親会等は、様々な情報交換の場でもあり、必ずしも不必要とはいえな

いが、参加する人数や、公費で支出すべきものかどうかについては、今後も引き続き十分に検

討すべきである。

　食糧費における出席者負担金の支出状況は、次のとおりである。

　　　（単位：人、円）

所　　管

２３年度 ２２年度 ２１年度

参加人数 金　　額 参加人数 金　　額 参加人数 金　　額

総務部

25 92,500 64 256,500 46 188,500

（会計課含む）

企画部 0 0 0 0 1 3,000

市民福祉部 0 0 0 0 3 15,000

環境産業部 4 23,000 1 5,000 6 20,000

都市整備部 0 0 0 0 0 0

教育委員会 19 90,000 24 114,000 18 84,500

議会事務局 0 0 7 45,000 8 60,000

農業委員会 4 12,000 3 8,000 10 30,000

選挙管理委員会 0 0 1 4,000 2 9,000

計 52 217,500 100 432,500 94 410,000
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